
１
５
年
度
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
磨
く
国
語
力
」
№
８ 

年 
 

組 
 

番 

氏
名 

 
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
日
付
が
あ
る
。
５
月
１
５
日
も
そ
の
一
つ
。
１
９
３
２
年
の
こ
の
日
、

（
Ａ 
犬
養 

毅 
 

）
首
相
が
青
年
将
校
ら
に
暗
殺
さ
れ
た
。
５
・
１
５
事
件
で
あ
る
。
こ
れ
を

機
に
（
１
）
政
党
内
閣
は
途
絶
え
、
時
代
は
（
２
）
軍
部
独
裁
へ
と
①
ア
ン
テ
ン
（
暗
転 

）
し
て

い
く
▼
歴
史
の
②
キ
ロ
（
岐
路 

）
と
な
っ
た
ま
さ
に
そ
の
日
付
で
、
安
倍
政
権
が
安
全
保
障
関
連

の
法
案
を
国
会
に
提
出
し
た
こ
と
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。（
３
）
憲
法
９
条
に
基
づ
く
平
和
国
家

と
し
て
の
針
路
を
大
き
く
曲
げ
る
内
容
だ
。
憲
法
学
界
の
③
ジ
ュ
ウ
チ
ン
（
重
鎮 

）、
樋
口
陽
一

さ
ん
は
問
う
た
。「
そ
れ
ほ
ど
に
挑
戦
的
な
の
か
、
あ
る
い
は
５
・
１
５
な
ど
ご
存
じ
な
い
の
か
」

▼
お
と
と
い
の
記
者
会
見
で
の
こ
と
で
あ
る
。
集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
の
憲
法
解
釈
の
④
ヘ
ン
コ

ウ
（
変
更 

）
に
反
対
し
て
き
た
有
識
者
が
⑤
集
（
つ
ど
）
い
、
安
保
体
制
の
⑥
テ
ッ
カ
イ
（
撤
回 

）

を
求
め
た
。（
４
）
日
付
を
め
ぐ
る
政
権
の
意
図
は
ど
う
あ
れ
、
国
民
み
ん
な
で
憲
政
史
を
思
い
出

そ
う
と
い
う
樋
口
さ
ん
の
呼
び
か
け
が
重
く
響
い
た
▼
も
う
ひ
と
つ
の
こ
と
に
も
樋
口
さ
ん
は
注

意
を
⑦
促
（
う
な
が
）
し
た
。（
５
）
憲
法
４
３
条
だ
。
国
会
議
員
は
「
全
国
民
を
代
表
す
る
」
と

あ
る
。
議
員
は
国
民
全
体
の
代
表
で
あ
っ
て
、
政
党
や
会
派
と
い
っ
た
一
部
分
を
代
表
す
る
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
▼
現
実
に
は
各
党
が
所
属
議
員
の
⑧
サ
ン
ピ
（
賛
否 

）
を
⑨
シ
バ

（
縛 

）
る
。
し
か
し
、
本
来
は
議
員
一
人
ひ
と
り
が
⑩
己
（
お
の
れ
）
の
良
心
に
従
っ
て
独
自
に

判
断
す
べ
き
な
の
だ
。「（
６
）
だ
か
ら
こ
そ
国
会
で
の
討
論
と
い
う
も
の
が
意
味
を
持
つ
」
と
い
う

指
摘
に
襟
を
正
す
▼
歴
史
の
教
訓
と
、
議
会
制
民
主
主
義
の
本
旨
と
。
こ
の
二
つ
を
心
に
留
め
つ
つ

今
後
の
論
戦
を
見
つ
め
よ
う
。
与
党
の
多
数
が
揺
る
が
な
い
国
会
と
は
い
え
、
国
の
針
路
を
最
終
的

に
決
め
る
の
は
有
権
者
な
の
だ
か
ら
。 

 
 
 
 

〔
２
０
１
５
年
５
月
１
７
日
「
天
声
人
語
」〕 

問
一 

①
～
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
部
は
漢
字
に
直
し
、
傍
線
部
は
読
み
を
答
え
な
さ
い
。 

問
二 

（
Ａ
）
に
あ
て
は
ま
る
人
物
を
次
か
ら
選
び
、
漢
字
に
直
し
て
書
き
入
れ
よ
う
。 

 

・
お
か
だ
け
い
す
け 

・
さ
い
と
う
ま
こ
と 

・
た
か
は
し
こ
れ
き
よ 

・
い
ぬ
か
い
つ
よ
し 

問
三 

国
会
へ
の
安
保
法
制
法
案
提
出
の
な
か
、
傍
線
部
（
１
）（
２
）
は
ど
の
よ
う
な
日
本
を
た

と
え
て
い
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
２
０
字
程
度
で
ま
と
め
よ
う
。 

 

（
１
）「
政
党
内
閣
」：〔
答
例
〕（
憲
法
９
条
に
基
づ
く
平
和
国
家
体
制
を
貫
く
日
本
。） 

 

（
２
）「
軍
部
独
裁
」：〔
答
例
〕（
安
保
関
連
法
案
が
成
立
し
政
策
が
転
換
し
た
日
本
。） 

問
四 

傍
線
部
（
３
）
は
自
衛
隊
に
ど
ん
な
危
険
を
招
く
こ
と
に
な
る
か
、
朝
日
新
聞
５
月
１
５
日

の
「
社
説
」
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
３
０
字
程
度
で
２
点
指
摘
し
よ
う
。 

 

〔
答
例
〕（
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
た
め
、
相
手
国
か
ら
の
攻
撃
対
象
と
な
る
危
険
。） 

 

〔
答
例
〕（
地
球
規
模
で
の
後
方
支
援
を
行
う
た
め
、
攻
撃
さ
れ
る
機
会
が
増
加
す
る
危
険
。） 

問
五 

傍
線
部
（
４
）
を
最
も
挑
戦
的
に
捉
え
る
と
、
ど
ん
な
意
図
に
な
る
か
考
え
よ
う
。 

 

〔
答
例
〕（
平
和
国
家
日
本
か
ら
、
軍
事
国
家
日
本
へ
の
転
換
を
宣
告
す
る
意
図
。） 

問
六 

傍
線
部
（
５
）
の
条
文
を
調
べ
て
書
い
て
お
こ
う
。 

 
 
 

第
一
項
（
両
議
院
は
、
全
国
民
を
代
表
す
る
選
挙
さ
れ
た
議
員
で
こ
れ
を
組
織
す
る
。） 

 
 
 

第
二
項
（
両
議
院
の
議
員
の
定
数
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。） 

問
七 

傍
線
部
（
６
）
の
理
由
と
し
て
、
適
す
る
も
の
の
記
号
を
ふ
た
つ
○
で
囲
も
う
。 

 
 

ア 

所
属
政
党
の
判
断
が
議
員
の
判
断
だ
。 

○イ 

議
員
の
判
断
は
議
員
独
自
の
も
の
だ
。 

 
 

○ウ 

議
員
は
国
民
全
体
の
代
表
だ
。 

 
 
 

エ 

議
員
は
政
党
や
会
派
の
代
表
だ
。 


